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社会福祉法人 成光苑
2018
新年号 　　「ききょう」の由来

創業者が愛した京都府福知山市は、冷泉を利用して地元に開放するお風
呂を作り、当法人として老人施設を初めて開設した地。その福知山市の花
である「桔梗」から名づけられました。「ききょう」の花言葉は「変わらぬ愛」
「誠実」「感謝」「気品」。

vol.39

〔法　人　理　念〕

〔サービス目標〕

〔老人施設経営方針〕

〔愛育園経営方針〕

１. 個人の尊厳を旨として、その人にふさわしい最善のサービスの提供に努める。
２. 地域に開かれ、愛され、地域福祉の拠点となる施設経営を目指す。
３. 専門的知識、技術の研鑽に努め、誇れる施設を目指す。

１. オンリーワンとナンバーワンを目指す。
２. オンリーワンとはその施設にしかない特色の創造であり、ナンバーワンとは
　 ご利用者の処遇の満足度を高めるため、常時積極的な取り組みをすることである。

１. 安らぎのある生活と環境を提供し、生きる喜びを創造する。
２. 介護機能の多様化を図り、ご利用者に対し、総合的なサービスの提供をする。
３. 地域の一員として、地域福祉の活性化に貢献し、超高齢社会のセーフティーネット
　  の機能を発揮する。

１. 新しい時代に生きる力の基礎を培う。
２. 女性の社会参加の支援に貢献する。
３. 地域子育て支援を積極的に行い、子どもの成長を喜ぶ社会の実現に寄与する。

歴史に触れた今城塚古代歴史館見学
ココリスのご利用者7名(生活介護)ら

　ココリスでは7名（生活介護）のご利用者とスタッフ7名で施
設の送迎車両を利用し高槻市立今城塚古代歴史館（高槻市）
へ見学に出かけました。(11月14日)古墳づくりのさまざまな
工夫を実物大のジオラマ模型や映像も用いながら解説、実物
の埴輪（はにわ）や出土品を見ながら歴史に触れた一日とな
りました。児童（児童発達支援・放課後等デイサービス）の外
出活動は近隣公園散策のほか、異年齢間でも交流できる活動
を実施しています。

「楽しいとこに飛びたい会」発足
外出リクリエーション企画　総勢16人で紅葉狩り

　高槻けやきの郷では「楽しいとこに飛びたい会」というユニークなネーミングの
委員会を発足させ、外出レクリエーションを企画、実施。ご利用者（特養）7名とご家
族、介護スタッフら計16名で施設の送迎車両を利用し訪れたのは紅葉たけなわの
「清水寺」(京都市)。(11月15日)
　昼食は円山公園で京の味覚を盛り込んだ幕ノ内弁当にみなさん大喜び。清水寺
では外国人観光客も多く大賑わい。ご利用者のなかには記念にと紅葉を拾ってポ
ケットに入れられる方もありました。　　　　　　　　　　 ～高槻けやきの郷～

大阪の社会福祉向上に尽力
優良施設として表彰される

　第二愛育園は大阪
国際交流センター 大
ホールで開催された
「平成29年度大阪府
社会福祉大会」で、大
阪府社会福祉協議会
の小西禎一会長から、
社会福祉の向上に貢
献した社会福祉事業

施設（創立15年以上の優良施設経営）として表彰されまし
た。（11月17日）
　これを機にスタッフ一同、あらためて誰もが安心して暮ら
せる地域社会を築くため、一層地域に根差した保育施設を
目指していきたいと考えています。　　　 ～第二愛育園～

ユニホームも新たに愛育園スターズが3位に
北摂ブロック保育部会職員バレーボール大会

トピックス

巻頭言／オンリーワン・ナンバーワン事業を磨き責務を果たす 2
看取り分野で優秀賞―介護知識・技術レベルの高さ示す
       　　　　　　　　 ― オールジャパンケアコンテスト 3
一斉メール配信システムに切り替え―緊急情報伝達 3
ポジティブに経験重ねよう―30年度新規採用者（高齢部門）“内定式” 3
 世代間交流・地域貢献 4～6
　世代をつなぐ―子どもたちと高齢者の交流盛ん
　園児や地域の保護者招き救命救急講習会　千里丘愛育園
　「災害対応型図上訓練」―地域と合同防災訓練　岩戸ホーム
　「在宅で役立つ薬の話」―ライフ・ステージ 舞夢 オープンデイ
 研修・人材育成 7
　役割と意義学ぶ―チューターステップアップ研修 
　立腰は集中力アップにつながる―3法人合同研修
　先輩からのメッセージ
トピックス 8

QRコードで簡単アクセス！

　成光苑保育部門のバレーボールチーム、愛育園レインボーズ、愛育園スターズの2
チームは、箕面スカイアリーナで開催された第36回北摂ブロック保育部会職員バレー
ボール大会（主催：北摂ブロッ
ク保育部会）に出場、愛育園
スターズが3位入賞を果たし
ました。（11月26日）
　ユニホーム、ボールを新た
に購入し、仕事終わりに毎週
練習に励んだ成果です。愛育
園スタッフの応援もあり、ス
タッフ間の親睦も深めること
ができました。



３法人合同研修

7

　ココリス（摂津市）は、障がいを持った方（未就学の児童～64
歳）が通所利用される多機能型事業所です。
　私は、児童指導員として主に児童と関わりながら日々の成長を
見守っています。「障がいがあるから可哀そう」ではなく、「でき
る喜びを一緒に見出したい」という思いで頑張っています。
　一年目で不安もありますが、先輩スタッフにフォローされ、少
しずつ仕事にも自信が持てるようになってきました。多機能型事
業所で様々な年齢の利用者とも関わることができ、それもこの仕
事のやりがいになっています。

ココリス
堺　早苗　平成29年度入社
児童指導員として自信を培う日々

～先輩からのメッセージ～～先輩からのメッセージ～
障がいを持った子と

　「できる喜びを一
緒に見出したい!」障がいを持った子と

　「できる喜びを一
緒に見出したい!」

　学生時代に成光苑のホームページを見て、立腰・漢字あそび・
英語あそびなど様々な取り組みを知りました。立腰がどういった
ものか知りませんでしたが、実際に子どもたちが真剣に取り組む
姿にとても感動しました。
　現在、0歳児の担任をしていますが、立腰を含め少しずつできる
ことが増えてきた子どもたち、その無限の可能性を間近で見守る
ことができ、「保育者になってよかった！」とやりがいを実感して
います。
　今後も保育を通じて成長していきたいと思っています。

認定こども園一津屋愛育園
円城寺 有紗　平成29年度入社
子どもの無限の可能性を間近にやりがい実感

HPで見た立腰に

　　　　取り組む真
剣な姿に感動HPで見た立腰に

　　　　取り組む真
剣な姿に感動

身体に受ける影響が心にまで響く身体に受ける影響が心にまで響く身体に受ける影響が心にまで響く身体に受ける影響が心にまで響く

　成光苑保育部門と社会
福祉法人クムレ（岡山県）、
同白鳩会（東大阪市）の第
6回３法人合同研修が認定
こども園一津屋愛育園で行
われました。(11月8日)
　外部講師に原浩介氏を
招き、メーンテーマは「漢字あ
そびと立腰について」。当法

人からは計22名が参加、原氏は講演で「立腰をすると、その正しい姿勢が集
中力アップに繋がる。身体に受ける影響が心にまで影響を与える」と述べら
れ、基本を振り返るよい機会となりました。
　講演のあと、園児が漢字あそびに取り組んでいる様子を参加者に見学し
てもらいました。真剣な表情で集中している園児に「頑張ってるね」と他法人
の先生から声をかけられ、子どもたちもうれしそう。午後には参加者が4グルー
プに分かれグループ討議。保育環境や支援が必要な子どもへの配慮方法
など参考になる意見が寄せられました。

チューターステップアップ研修に16名参加
　

成
光
苑
高
齢
者
部
門
で
は
、増
田
知
乃
氏（
有
限
会

社 

レ
イ
ズ
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）を
講
師
に
招
き

「
チ
ュ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
」を
ラ
イ
フ・ス
テ
ー
ジ 

舞
夢
で
実
施
、16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。（
11
月
２
日
）

　

昨
年
１
月
、新
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
研
修
を
修
了
し
た

ス
タ
ッ
フ
が
対
象
で
、「
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
の
課
題
と
こ
れ

か
ら
」が
テ
ー
マ
。増
田
氏
の
講
義
ポ
イ
ン
ト
は
①
チ
ュ
ー

タ
ー
と
し
て
の
役
割
②
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
の
意
義
③

チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て「
う
ま
く
話
す
」た
め
に
④
論
理
的

思
考
の
４
つ
。主
に
新
卒
の
新
人
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
育

成
方
法
や
新
た
な
立
場（
チ
ュ
ー
タ
ー
）と
し
て一
歩
を
踏

み
出
す
た
め
に
仲
間
た
ち
と
論
議
し
、研
修
を
通
じ
て

個
々
の
成
長
を
確
認
で
き
た
の
も
成
果
の一つ
で
す
。

　

４
月
に
は
、期
待
と
不
安
の
な
か
新
人
ス
タ
ッ
フ
が
入

社
し
て
き
ま
す
。彼
ら
を
温
か
く
迎
え
入
れ
、チ
ュ
ー

タ
ー
と
し
て
彼
ら
を
指
導
し
、仕
事
を
通
じ
人
間
的
に

も
共
に
成
長
し
て
い
く
役
割
は
重
大
で
す
。「ぶれない漢字指導は基本を

　　 しっかり身につけること」と山崎氏
園長・中堅スタッフ対象に漢字教育の実践研修
　成光苑保育部門では、きりん夜間愛育園ホールで、山崎美知子氏（日
本漢字教育振興協会）を講師に招き「指導する立場として教える際のポイ
ントや技術を身につけていく」をテーマに園長・中堅保育スタッフ（30名）対
象に漢字教育研修を行い、学びました。(12月2日)
　午前の部の実践発表で山崎氏は、漢字カードの貼り方、抑
揚をつけた読み方やスピードなどを直接指導されました。丁寧な
言葉かけや声の抑揚からも実践的な技術をあらためて学ぶ機

会になりました。
　研修の最後に山崎氏は「ぶ
れない漢字指導を実践するに
は、指導者が基本をしっかり身
につけることが大事」と述べら
れ、参加スタッフの真剣な表情
が印象的でした。

インフル対応など実技交え学ぶ
外部講師招き「感染症予防研修」

　

せ
っ
つ
桜
苑
で
は
外
部
講
師
を
招
き

「
感
染
症
予
防
研
修
」（
11
月
７
日
と
９

日
）を
実
施
し
ま
し
た
。今
後
予
想
さ
れ

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
な
ど

の
感
染
症
が
流
行
す
る
前
に
、最
新
情

報
や
予
防
接
種
の
有
効
性
、さ
ら
に
ノ
ロ

ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
た
際
の
処
理
方
法
な

ど
に
つ
い
て
、実
技
を
交
え
た
充
実
し
た

研
修
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

施
設
で
生
活
さ
れ
る
ご
利
用
者
の
健

康
を
守
る
た
め
に
も
、ス
タ
ッ
フ
が
正
し
い

知
識
と
対
応
方
法
を
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。参
加
し
た
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は

「
私
た
ち（
介
助
者
）を
介
し
て
感
染
が

広
が
ら
な
い
よ
う
気
を
引
き
締
め
て
学

べ
ま
し
た
」と
好
評
で
し
た
。

新
人
ス
タ
ッ
フ
を
迎
え
、育
て
る
役
割
は
重
大

新
人
ス
タ
ッ
フ
を
迎
え
、育
て
る
役
割
は
重
大

せっつ桜苑

「漢字あそびと立腰」テーマに

「漢字あそびと立腰」テーマに

研修・人材育成

福
祉
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
事
業
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磨
き
責
務
を
果
た
す

理
事
長　

高
岡 

國
士

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。日
ご
ろ
か
ら
社
会
福
祉
法
人
成

光
苑
の
事
業
推
進
に
皆
様
の
多
大
な
ご
協
力
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
成
長
で
懸
念
さ
れ
る
福
祉
人
材
確
保

　

こ
の
５
年
間
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
り
、我
が
国

の
経
済
停
滞
が
解
消
さ
れ
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。こ

の
間
、実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
プ
ラ
ス
成
長
を
続
け
、企
業
収
益

は
過
去
最
高
の
水
準
、有
効
求
人
倍
率
も
初
め
て
47

都
道
府
県
で
１
倍
を
超
え
ま
し
た
が
、そ
の
結
果
、福

祉
労
働
者
の
人
材
確
保
が
懸
念
さ
れ
る
局
面
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
と
い
う
最
大
の
壁
に
立
ち
向
か
う
た

め「
新
し
い
経
済
政
策
パッ
ケ
ー
ジ
」が
昨
年
12
月
８
日

に
閣
議
決
定
さ
れ
、「
生
産
性
革
命
」と「
人
づ
く
り
革

命
」を
車
の
両
輪
に
、２
０
２
０
年
に
向
け
取
り
組
む
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

今
月
か
ら
外
国
人
留
学
生
を
介
護
現
場
に

　

こ
の
よ
う
な
国
の
動
き
に
合
わ
せ
成
光
苑
で
は
引
き

続
き
、喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
材
確
保
に
重
点
的
に
取

り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
部
門
で
は
、検
討
を
進
め
て
き
た
専
門
学
校
と

の
連
携
に
よ
る
外
国
人（
ベ
ト
ナ
ム
人
）留
学
生
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
、本
年
１
月
23
日
か
ら
、介
護
福
祉
士
の

資
格
取
得
を
目
指
し
学
生
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
留

学
生（
４
名
）を
、介
護
現
場
で
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
受
け

入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。併
せ
て
、介
護
技
能
実
習
制

度
に
基
づ
く
受
け
入
れ
も
着
実
に
進
め
、受
入
機
関
と

の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、平
成
31
年
１
月
の
受
け
入
れ

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

５
愛
育
園
で
第
三
者
評
価
を
受
審

　

保
育
部
門
で
は
、保
育
士
な
ど
の
技
能
、経
験
に
応

じ
た
処
遇
改
善
の
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
た
国
の
施
策

に
対
応
、新
た
な
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
体
制
の
整
備
や
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、本
年
３
月
中
に
は
５
つ
の
愛
育
園
で
、当
事
者

（
事
業
者
及
び
利
用
者
）以
外
の
公
正
・
中
立
な
第
三

者
機
関
が
専
門
的
か
つ
客
観
的
な
立
場
か
ら
事
業
所

の
運
営
管
理
や
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
評
価
す
る
第

三
者
評
価
を
受
審
す
る
予
定
で
す
。

　

高
齢
者
部
門
の
施
設
整
備
進
む

　

本
年
は
高
齢
者
部
門
の
施
設
整
備
が
進
捗
す
る
予

定
で
す
。高
槻
け
や
き
の
郷
の
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅（
４
月
新
規
開
設
予
定
）が
２
月
に
竣
工
予

定
の
ほ
か
、昭
和
54
年
に
開
設
し
た
岩
戸
ホ
ー
ム
の
老

朽
化
に
よ
る
全
面
改
築
も
４
月
に
完
了
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。成
光
苑
で
は
今
後
、老
朽
化
な
ど
に
よ
る
施

設
に
つ
い
て
中
長
期
的
視
点
か
ら
整
理
し
施
設
整
備
５

カ
年
計
画
を
策
定
、将
来
の
資
金
需
要
を
見
通
し
安

定
的
経
営
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
展
開―

地
域
福
祉
の
拠
点
・
子
育
て
支
援

　

成
光
苑
で
は
基
本
理
念
に
基
づ
き
、社
会
福
祉
法

人
の
使
命
を
果
た
せ
る
よ
う
、高
齢
者
施
設
は
地
域
福

祉
の
拠
点
的
施
設
と
な
る
こ
と
、保
育
部
門
で
は
待
機

児
童
問
題
解
決
の
た
め
、地
域
子
育
て
支
援
事
業
の
さ

ら
な
る
展
開
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
は
戌
年
。成
光
苑
が
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
サ
ー
ビ
ス

目
標
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン・ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
事
業
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
、社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す

た
め
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

巻 頭 言
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巻　頭　言



　

高
槻
け
や
き
の

郷
で
は
地
域
福
祉

推
進
会
議
が
企
画

す
る「
第
４
回
元
気
祭
り
」を
開

催
、福
祉
用
具
メ
ー
カ
ー
に
も
協

力
し
て
も
ら
い
、住
み
慣
れ
た
地

域
で
活
気
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
提
案
や
介
護
に

関
す
る
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
10
月
21
日
）

　

あ
い
に
く
の
天
候（
雨
天
）で

し
た
が
、地
域
か
ら
多
く
の
み
な

さ
ん
が
来
場
さ
れ「
こ
ん
な
便
利

な
福
祉
用
具
あ
る
ん
や
ね
」「
講

義
が
わ
か
り
や
す
く
勉
強
に
な
っ

た
わ
ぁ
」と
喜
び
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。昼
食
で
は
、「
け
や
き
の

郷
特
製
う
ど
ん
」に
行
列
が
で
き

る
好
評
ぶ
り
で
し
た
。

　

岩
戸
ホ
ー
ム
は
、地
元
鴨
野
町
自
治
会
と

地
震
発
生
時
の
火
災
を
想
定
し
た
合
同
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。（
10
月
15
日
）

　

台
風
23
号（
平
成
16
年
）被
害
の
教
訓
か

ら
第
１
回
目
の
合
同
訓
練（
同
18
年
）が
始

ま
り
、今
回
で
12
回
目
。マ
ニュ
ア
ル
訓
練
後
に

地
域
の
み
な
さ
ん
と
周
辺
地
図
を
囲
み
、知

り
得
た
情
報
を
議
論
し
な
が
ら
災
害
対
策

に
つ
い
て
考
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ「
災
害
対
応

型
図
上
訓
練
」を
初
め
て
試
み
ま
し
た
。地

域
防
災
環
境
の
把
握
や
被
害
予
測
、災
害

時
の
備
え
な
ど
の
情
報
共
有
、救
命
訓
練
・

消
火
栓
放
水
訓
練
・
救
助
機
材
取
扱
訓
練

な
ど
、よ
り
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
相

互
協
力
体
制
を
確
認
す
る
機
会
で
も
あ
り
、

引
き
続
き
防
災
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ライフ・ステージ 舞夢

せっつ桜苑

高槻けやきの郷

初
の「
災
害
対
応
型
図
上
訓
練
」を
実
施

初
の「
災
害
対
応
型
図
上
訓
練
」を
実
施

初
の「
災
害
対
応
型
図
上
訓
練
」を
実
施

初
の「
災
害
対
応
型
図
上
訓
練
」を
実
施

災害予測、地域防災環境の把握など
12回目迎えた岩戸ホームと地域の合同訓練

４回目を迎えた「元気まつり」４回目を迎えた「元気まつり」

　

ラ
イ
フ・ス
テ
ー
ジ
舞
夢
で
は
、介
護
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、地
域
の
み
な
さ
ん
に
施
設
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
オ
ー
プ
ン
デ
イ
を
開
催
、41
名
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。（
11
月
11
日
）

　

第
１
部
で
は
、地
域
の
調
剤
薬
局
か
ら
薬
剤
師
を
講
師
に

招
き「
在
宅
で
役
に
立
つ
お
薬
の
話
〜
ク
ス
リ
と
カ
ラ
ダ
の
い

ろ
い
ろ
な
関
係
〜
」を
テ
ー
マ
に「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」

「
残
薬
の
問
題
」な
ど
の
ほ
か「
薬
剤
師
の
活
用
方
法
」、さ

ら
に
健
康
食
品
と
薬
の
関
係
な
ど
も
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で「（
高
齢
者
福
祉
）施
設
で
わ
か
り

や
す
く
医
療
関
連
の
講
演
を
す
る
こ
と
は
、地
域
住
民（
高

齢
者
）も
参
加
で
き
る
の
で
大
変
よ
い
取
り
組
み
だ
と
思

う
」と
好
評
で
し
た
。

　

第
２
部
は
福
祉
用
具
メ
ー
カ
ー
の
協
力
で「
触
れ
て
納

得
！
福
祉
用
具
体
験
・
相
談
会
」を
実
施
。施
設
見
学
も
行

い
、各
ユ
ニッ
ト
の
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
や
過
去
の
台
風
時
の
復
旧

活
動
の
様
子
を
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
掲
示
し
ま
し
た
。

薬剤師招き「在宅で役立つお薬の話」など
オープンデイに41名参加

　岩戸ホームとサンヒルズ紫豊
館は合同で、JR福知山駅前で
行われた介護の日のイベント(福
知山民間社会福祉施設連絡協
議会主催)に、プラバン作りと駄
菓子売りに出展参加しました。
（11月11日）
　高校生の吹奏楽と和太鼓演

奏、福祉施設スタッフによるバンド演奏もあり大賑わい。地域のみなさん、ご利用
者との親睦を深めるとともに、次世代の若者に福祉の仕事への理解や活動を
アピール、介護人材確保にも繋がる参加となりました。
　岩戸ホームではまた、福知山市鴨野町自治会と共催でオープンデイを開催
（11月19日）。介護相談や地域合同で実施している「かもの工房（陶芸教室）」
で製作の作品展示・販売や陶芸体験（こけ玉造り）を鴨野町集会所で行い、あ
んまん・ジュースなども販売しました。

プラバン作りや駄菓子売りに出展
岩戸ホーム、サンヒルズ紫豊館合同で介護の日イベント

　せっつ桜苑は、摂津市コミュニティプラザで行われた摂津市
主催の介護の日啓発イベント「いいね 知っとこ 介護のこと♪」の
作品展にご利用者の“フクロウのパッチワーク”“案山子の張り
絵”などの作品を出品参加し、森山一正摂津市長から表彰状
（第2位）を授与されました。（11月12日）
　このイベントは、摂津市内の複数の介護事業所が協働、「介護
が身近なものであること、さまざまな立場の人が介護に関わる可
能性があることを感じ、ステージイベントや体験コーナーを通して、
介護について考えてみよう」というのがねらい。当施設はイベント
の中心的役割を担っています。

作品展に出品し市長から表彰状作品展に出品し市長から表彰状
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住み慣
れた地域で活気ある生活を願い住み慣
れた地域で活気ある生活を願い

摂津市主催の介護の日啓発イベント せっつ桜苑

地域貢献・交流

 

成
光
苑（
高
齢
者
部
門
）の
30
年
度

新
規
採
用
者
14
名（
う
ち
学
校
都
合

に
よ
り
欠
席
１
名
）の
内
定
式
が
愛

育
会
館
で
行
な
わ
れ
、高
岡
國
士
理

事
長
は「
結
果
を
意
識
し
過
ぎ
て
否

定
的
、消
極
的
に
な
ら
な
い
こ
と
が
大

切
。ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
あ
れ
ば
豊
富
な
経

験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
」と

内
定
者
を
激
励
さ
れ
ま
し
た
。（
12

月
17
日
）

　

法
人
事
務
局
長
・
各
施
設
長

の
挨
拶
に
続
き
、先
輩
ス
タ
ッ
フ
か

ら
は「
学
生
時
代
に
し
か
で
き
な

い
こ
と
、や
り
残
し
が
な
い
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。入
社
一
年
目
は
慣

れ
な
い
こ
と
か
ら
不
安
も
あ
る

と
思
う
が
、私
た
ち（
先
輩
ス
タ
ッ

フ
）が
あ
な
た
方
を
必
ず
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ・フ
ォ
ロ
ー
す
る
の
で一
緒
に

頑
張
ろ
う
！
」と
頼
も
し
い
エ
ー

ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

内
定
者
の
自
己
紹
介
で
は

〝
私
は
◯
◯
色
な
人
〞で
一
言
Ｐ

Ｒ
。「
オ
レ
ン
ジ
」（
明
る
い
）、「
白
」

（
何
色
で
も
染
ま
る
）、「
ピ
ン
ク
」

（
家
事
が
好
き
？
）か
ら「
み
ど

り
」（
自
然
が
好
き
）な
ど
ユニ
ー
ク

な
表
現
も
。自
分
の
長
所
を
生
か

し
、成
光
苑
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

成
光
苑
京
都
高
齢
者
３
施
設（
岩
戸

ホ
ー
ム・サ
ン
ヒ
ル
ズ
紫
豊
館
・ラ
イ
フ・ス
テ
ー

ジ
舞
夢
）は
29
年
11
月
か
ら
災
害
時
な
ど

緊
急
時
の
情
報
伝
達
手
段
を
、緊
急
連
絡

網
に
よ
る
電
話
伝
達
か
ら
、一
斉
メ
ー
ル
配

信
シ
ス
テ
ム（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
）に
切
り
替
え
ま
し

た
。情
報
伝
達
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
正
確

性
を
向
上
さ
せ
る
の
が
狙
い
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
電
話
で〝
伝
言
ゲ
ー
ム
〞の

よ
う
な
伝
達
方
法
だ
っ
た
の
に
対
し
、Ｐ
Ｃ

端
末
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
同
一
内
容

を
、メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録
し
て
い
る
ス

タ
ッ
フ
全
員
に一
斉
メ
ー
ル
配
信
し
ま
す
。緊

急
時
に
使
用
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
か
ら
、本

来
、そ
の
よ
う
な
機
会
が
な
い
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
が
、万
が一の
時
に
備
え
、確
実
に
情

報
伝
達
が
行
え
る
よ
う
普
段
か
ら
訓
練
を

怠
ら
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

同
エ
リ
ア
で
は
、災
害
時
に
迅
速
か
つ
適

切
な
対
応
が
で
き
る
施
設
と
な
り
、ご
利

用
者
や
ご
家
族
・
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
に

一
層
安
心
し
て
も
ら
え
る
態
勢
を
整
え
た
も

の
で
す
。

3

総　　合

　認定こども園一津屋愛育園と第二愛育園は摂津
市青少年運動広場で行われたサッカーの第10回摂
津カップフレンドリーマッチ（摂津市保育連盟主催)に
出場、一津屋愛育園のBチームと第二愛育園のA
チーム(いずれも5歳児)がそれぞれブロック優勝を果た
しました。快挙です。(11月16日)
　この大会は14ヶ園44チーム（327名）を8ブロックに
分け、1ブロック5、6チームでリーグ戦を行いブロックごと
に優勝を競います。
　一津屋愛育園の5歳児27名のうちBチームがブロッ
ク優勝。賞状とトロフィーを保育
スタッフやお迎えの保護者に誇
らしげに見せる子どもたちの姿
が印象的でした。
　第二愛育園は5歳児22名が
3チームに分かれて出場。初戦
は得点に結びつなかったので
すが、Aチームは平常通りの実
力を発揮し3連勝。3勝1分の好
成績で優勝し、園児と共に喜
びを分かち合いました。

　きりん夜間愛育園5歳児6名が吹田市総
合運動場で行われたサッカーの第30回すい
たCUP（吹田民間保育園サッカー連盟主
催）に出場し準優勝しました。（11月2日）
　園児たちは後日、高岡國士理事長を訪問
し「よく頑張ったね」と言葉をかけてもらい、
次の大会に向け意欲満々の表情でした。

　

第
８
回
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
コ
ン
テ
ス

ト（
10
月
７
日
、主
催
：
社
会
福
祉
法
人 

こ
う
ほ
う
え
ん
）が
鳥
取
・
米
子
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、成
光
苑
の
高

齢
者
施
設
か
ら
計
６
名
が
選
手
出
場
、

「
看
取
り
分
野
」（
Ａ
部
門
）で
最
高
の
優

秀
賞
に
輝
い
た
井
上
裕
太
さ
ん（
岩
戸

ホ
ー
ム
）は
じ
め
計
３
名
が
見
事
入
賞
を

果
た
し
、当
法
人
の
介
護
知
識
・
技
術
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

　

他
の
入
賞
者
は
▽
奨
励
賞（
Ｂ
部
門
、

口
腔
ケ
ア
分
野
）須
知
一
歩
さ
ん（
サ
ン
ヒ
ル

ズ
紫
豊
館
）▽
奨
励
賞（
Ｂ
部
門
、認
知
症

分
野
）横
田
菜
摘
さ
ん（
高
槻
け
や
き
の

郷
）。同
コ
ン
テ
ス
ト
は
経
験
年
数（
Ａ
部

門
：
５
年
以
上
、Ｂ
部
門
：
５
年
未
満
）

に
応
じ
て
２
部
門
６
分
野
で
介
護
の
知
識

や
技
術
を
実
技
形
式
で
競
う
も
の
で
、全

国
か
ら
約
１
１
０
名
の
選
手
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

表
彰
式
の
総
評
で
は「
全
体
に
レ
ベ
ル
が

高
く
評
価
が
拮
抗
し
、順
位
決
定
が
難
航

し
た
。今
日
の
み
な
さ
ん
の
頑
張
り
を
現

場
に
戻
っ
て
か
ら
も
発
揮
し
、後
輩
の
育

成
に
も
生
か
し
て
ほ
し
い
」と
出
場
選
手

を
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
井
上
裕
太
さ
ん

は
、「
賞
を
も
ら
え
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
素
直
に
嬉
し
い
で
す
。ま
だ
ま
だ
習

得
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、今
後
も
学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
」と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
単
に
介
護
の
知
識
・
技

術
を
競
う
だ
け
で
な
く
、全
国
各
地
で
同

じ
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
る
仲
間
と
出
会

い
、交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

「看取り分野」（A部門）優秀賞
岩戸ホーム　井上 裕太さん

「口腔ケア分野」（Ｂ部門）奨励賞
サンヒルズ紫豊館　須知 一歩さん

介
護
知
識・技
術
レ
ベ
ル
の
高
さ
示
す

「
習
得
す
べ
き
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
多
い
。

　
　
　
　

学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
」と
井
上
さ
ん

“全国から１１０名が参加” 第８回 オールジャパンケアコンテスト 

先輩スタッフからは「バックアップするよ」のエールも

「認知症分野」（Ｂ部門）奨励賞
高槻けやきの郷　横田 菜摘さん

「ポジティブに経験
を積み重ねよう」

 と高岡理事長が激
励「ポジティブに経験
を積み重ねよう」

 と高岡理事長が激
励

30年度新規採用者（14人）の内定式

緊急時の情報伝達、一斉メール配信システムに切り替え
“スピードアップと正確性が格段に向上”災害などに備え京都エリア３施設

岩
　
戸
　
ホ
　
ー
　
ム

サ
ン
ヒ
ル
ズ
紫
豊
館

ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ 
舞
夢

快挙! そろってブロック優勝!!
サッカー摂津カップフレンドリーマッチ

認定こども園
一津屋愛育園Bチーム

▲サッカーボールを追う
　認定こども園一津屋愛育園の園児たち

▲優勝トロフィーと賞状を授与
　される第二愛育園の園児

「すいたCUP」ではきりん夜間愛育園5歳児が準優勝

第二愛育園Aチーム

各面の（ ）内日付はいずれも平成29年
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地域貢献 世代間交流

　

千
里
丘
愛
育
園
で
は
、子
育
て
支
援
室
に

摂
津
市
消
防
署
員
３
名
を
招
き
、園
児
や

地
域
の
子
ど
も
の
保
護
者
を
対
象
に
救
命
救

急
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。（
10
月
28
日
）

　

昨
年
度
は
園
児
の
保
護
者
が
対
象
で
し

た
が
、さ
ら
に
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
今
年
は
参
加
対
象
者
を
広
げ
、べ
ビ
ー

ヒ
ー
リ
ン
グ
に
参
加
さ
れ
て
い
る
地
域
の
保

護
者（
父
親
１
名
、母
親
４
名
）も
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

成
人
や
乳
児
の
練
習
マ
ネ
キ
ン
を
用
い

て
、心
肺
蘇
生
法（
一
次
救
命
処
置
）や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
扱
い
方
を
消
防
署
員
か
ら
指
導
を
受

け
、「
誤
飲
の
対
応
」に
つ
い
て
も
吐
き
出
し

方
な
ど
丁
寧
な
指
導
を
受
け
ま
し
た
。今
回

は
父
親
の
参
加
も
あ
り「
初
め
て
の
体
験
で

し
た
が
、消
防
士
か
ら
直
接
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受

け
、緊
張
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

た
」と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
生
野
愛
育
園
の
５
歳
児
29

名
は
電
車
を
乗
り
継
い
で『
キ
ッ

ザ
ニ
ア
甲
子
園（
ら
ら
ぽ
ー
と
甲

子
園
）』に
初
め
て
行
き
ま
し
た
。

（
12
月
19
日
）

　
『
キ
ッ
ザ
ニ
ア
甲
子
園
』は
子
ど

も
た
ち
が
好
き
な
仕
事
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、楽
し
み
な
が
ら
社
会
の
仕

組
み
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
職
業

疑
似
体
験
型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。体

験
し
た
い
仕
事
を
事
前
に
家
庭
で

も
相
談
し
も
ら
い
、当
日
６
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
仕
事
体
験
を
し
ま

し
た
。

　

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト（
演
芸
・

シ
ョ
ー
）で
は
実
際
に
ス
テ
ー
ジ
に

立
ち
、フ
ァ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
お
笑
い

ラ
イ
ブ
に
も
出
演
。消
防
士
、ガ
ー
ド
マ
ン
も

本
物
そ
っ
く
り
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
道
具
を

使
っ
て
体
験
。企
業
パ
ビ
リ
オ
ン
の
飲
食
店

で
は
寿
司
や
ピ
ザ
を
実
際
に
作
っ
て
食
べ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
い
ろ
い

ろ
な
仕
事
に
興
味
を
持
ち
体
験
を
通
し
将

来
の
夢
に
繋
が
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　東生野愛育園の5歳児29名は、近隣にある高齢者グループホーム
で開催されたクリスマス会に初めて参加、子どもたちは歌とダンスを披
露し高齢者のみなさんと一緒に触れ合い遊びを楽しみました。（12月
15日）
　高齢者のみなさんは、「とうりゃんせ」の歌を口ずさまれ涙ぐむ方、
触れ合い遊びの肩たたきに笑顔で子どもたちの小さな手を包みこまれ

るなど喜ばれました。
　短い時間でしたが、
世代間交流を楽しめ
たクリスマスのひと時を
過ごしました。

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

ク
リ
ス
マ
ス
会
に
初
め
て
参
加

　認定こども園一津屋愛育園の5歳児29名が、成光苑特別養護老人ホーム
「せっつ桜苑」を訪問、ご利用者の皆さんと交流会を行いました。（10月23日）
　子どもたちは鼓隊演奏や歌を披露、肩たたきをするなどご利用者と触れ合
い、楽しいひと時を過ごしました。同施設のスタッフからのサプライズで「（アンパ
ンマンの）サンサン体操」が披露され、子どもたちも大喜びでした。

せっつ桜苑を訪ね世代間交流
～認定こども園一津屋愛育園の5歳児～

《
消
防
署
員
招
き
心
肺
蘇
生
法
や
誤
飲
の
対
応
な
ど
》

本物そっくりのユニホームや
道具を使い、ステージにも立ったよ!
キッザニア甲子園でお仕事体験

　くるみ愛育園では恒例の「くるみふれ愛っこまつり」が行われ、近隣の
高齢者の方には食券（無料引換券）を配りイベントに招待しました。（11月
12日）
　保育スタッフが、絵本（ばけばけばけたくん）のキャラクターを参考にした
模擬店のメニューに変身、オープニングから会場は盛り上がり、新メ
ニュー「どて焼き」は大人気で即完売となりました。
　高齢者のみなさんからは「どれも美味しくて、楽しかったよ」と喜びの声
が聞かれました。卒園児や地域の親子連れも多く来場され賑やかな雰
囲気で盛況でした。

近隣の高齢者招き食券（無料引換券）を配布
新メニュー「どて焼き」即完売の盛況

世代をつなぐ “子ども達と高齢者のさかんな交流”世代をつなぐ “子ども達と高齢者のさかんな交流”

東生野愛育園

　きりん夜間愛育園の5歳児6名は、近隣の長野町会館にあ
る高齢者の集まりの場「喫茶みなみ山田」（毎月第1・3木曜日
12:00～15:00）に,小さなサンタさんになってサプライズ訪問しま
した。（12月21日）この年2回目です。
　地域の高齢者のみなさんと交流の機会を持ちたいと財津
久美子園長が模索していたところ、卒園児の祖母から情報が
寄せられ実現しました。この日はクリスマスソングを歌ったり
ミューッジックベルを演奏。「可愛いね」「上手だったよ」とみなさ
んから声をかけられ、子どもたちもうれしさ一杯、笑顔が広がりま
した。

高齢者の集まりの場にサプライズ訪問
～小さなサンタさんに
　　　なって歌を披露～ きりん夜間愛育園

東生野愛育園５歳児

東生野愛育園５歳児

　認定こども園正雀愛育園は摂津市立正雀体育館
で、園児の祖父母と地域の老人会のみなさん88名を招
待し、恒例の『楽しく遊ぼう』を開催しました。（11月7日）
　乳児はリズム遊びやかけっこ、3歳児はお年寄りと一
緒に玉入れ、4歳児はパラバルーン、5歳児は和太鼓演
奏を披露しました。触れ合い遊びでは、おじいちゃん、お
ばあちゃんと手を握ったり、抱き合ったりと微笑ましいひ
と時を過ごしました。
　老人会のみなさんからは、昔ながらの手作り紙飛行
機や竹とんぼを作ってもらい、園児たちは大切に持ち
帰りました。

園児の祖父母や地域老人会の
みなさん88名を招待

　摂津市の第一中学校区、正雀・三島地域にある認定こども園正雀愛育園はじめ認
定こども園、保育園の全7ヶ園が同愛育園に集い交流会が開かれました。（11月6日）
　来年度、同じ学校に通う子どもたち（5歳児）が体操やゲームを一緒に楽しむ催しで
す。ジャンケン列車や爆弾落としゲーム、オセロゲームを各園との混合でチームを組みま
した。
　初対面で初めは恥ずかしそうな子どもたちでしたが、自分から仲間に入ってゆく積極
性も見られました。小学校に進学するという自覚も持つことができたようでした。

さあ、来年は
みんな仲間だ！
摂津市正雀・三島地域7ヶ園
の5歳児が集う

第二愛育園

認定こども園正雀愛育園

認定こども園正雀愛育園

　第二愛育園の3歳児33名は成光苑グルー
プの特別養護老人ホームせっつ桜苑を訪
問、「とんぼのめがね」や「虫の声」の歌を披
露し、「幸せなら手をたたこう」の曲に合わせ
ふれあい遊びを楽しみました。（10月3日）
　施設に入居されている高齢者の女性と抱
き合ったりハイタッチしたり。手作りのメダルを
首にかけてプレゼントすると、みなさん、たいへ

んよろこばれました。
　また、２歳児39名が同じグループの特養吹田竜ヶ池ホームを訪問、「まつぼっ
くり」や「どんぐりころころ」の歌をご利用者と一緒に歌いました。（10月20日）
　「小さいのに上手だね」とご利用者から褒められ、園児からメダルをプレゼント。
　いずれも世代間交流の一環です。

３歳児がせっつ桜苑へ
２歳児は吹田竜ケ池ホームへ

歌
を
披
露
し
メ
ダ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

恒例の「楽しく遊ぼう」開催
恒例の「楽しく遊ぼう」開催

「くるみふれ愛っこまつり」「くるみふれ愛っこまつり」

地域の保護者も参加され
救命救急講習会 千里丘愛育園
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